
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について
令和７年10月20日
枚方市立楠葉中学校

文部科学省が今年４月に実施した、令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の
状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童（生徒）の生活習慣と学力には相関関係があることから、
引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。

学力調査の結果

学力調査結果の中から、本校と全国の平均正答率（対全国比）の概況をお知らせします。

＜学力調査結果の概要＞

○国語について

→前年度に比べ、対全国比は下がっていた。しかし、話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと、また知識・技能、思
考・判断・表現のどの分野においても全国平均を上回っていた。無解答率も全国平均より低い。

○算数【数学】について

→15問中14問で全国の正答率を上回っている。また、その中でも5問は10ポイント以上上回っており、全体的
によく理解できていると感じる。しかし、唯一全国の正答率より下回っていた問題に注目すると、「素数を求める」
という、とても基本的な問題であった。そのため、計算や文章問題を解く力は定着しているが、基本の理解が不十
分であるように感じた。

※調査結果について
教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分
です。



学力調査の結果

中学校（理科）はCBTによる調査を実施。IRTスコアをベースに結果を示しております。

令和７年度 全国学力・学習状況調査中学校＜理科＞について

＜学力調査結果の概要＞

○理科について

→全体的には大阪府や全国の結果よりも高い点数を取ることができており、また大阪府と比べると無回答率の値もほと
んどの設問において低い値となっており、日々の学習の成果が出ていると考えられる。ただ、自ら課題を設定するという問
題に関しては全国平均とくらべても非常に低い正答率になっており、主体的に課題に取り組むということが本校の課題と
考えられる。



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要（見出し）
ちらしの読み手に向けて、今年の美術展の工夫について伝える文章を書く。

考察
今回の問題で問われていることは簡単なのだが、条件が複雑で何を問われ
ているのか捉えにくくなっている。しかし、本校の生徒はその出題の意図を捉え、
答えることができている。演習問題に多く取り組み、問われ方に慣れていること
がうかがえる。また普段の授業でも指導者の発問に対しても、発問の意図を考
えながら情報を得ようとしている様子がみえる。
他の自分の考えを答える問題の無解答率も低く、粘り強く課題に取り組む姿
勢が日々の授業で養われているように感じられる。



算数（数学）科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要（見出し）
3ｎと3ｎ＋3の和を2（3ｎ＋1）＋1と表した式から、連続する二つの３の倍数の和がどんな数であるかを説明する

考察
この問題は、計算の利用の問題で、解答も記述式になっている。全国の正答率が25.7％であるのに
対し、本校の正答率は38.7％と10ポイント上高く、大きな成果が見られた。しかし、その反面この問
題では無回答率が20％と非常に高かった。
そのため、本校で取り組んでいる教え合い、学び合いに前向きに参加している生徒には力がついて
いると感じる。しかし、基礎的な計算は解けても、問題に結び付けたり、分析活用する力はあまりつい
ていないように感じた。

分析結果を踏まえ、今までと同様に教え合いや学び合い中心の学習をしていく。しかし、生徒が学習
した内容を発信する場が足りず、無回答率が多かったと考える。そのため、これからは演習問題に取
り組む、説明し合う場を作る等して、教え合いの後の発信する場を充実させていく。

６結菜さんと太一さんは、３，６や１２，１５のような連続する二つの３の倍数の和がどんな数にな

るかを調べるために、次の計算をしました。 

       ３，６のとき  ３＋６＝９ 

       １２，１５のとき １２＋１５＝２７ 

       ３０、３３のとき ３０＋３３＝６３ 

次の（１）から(３)までの各問に答えなさい。 

(２) 連続する２つの３の倍数の和は９の倍数になるとは限らないことに気づいた二人は、連続する

２つの３の倍数の和がどんな数になるかを調べることにしました。 

  そこで、二人は、ｎを整数として、連続する２つの３の倍数を３ｎ、３ｎ＋３と表してそれらの

和を計算し、それぞれ次のように式を変形しました。 

 

結菜さんの式の変形          太一さんの式の変形 

 ３ｎ＋（３ｎ＋３）       ３ｎ＋（３ｎ＋３） 

＝３ｎ＋３ｎ＋３           ＝３ｎ＋３ｎ＋３ 

＝６ｎ＋３              ＝６ｎ＋３ 

＝３（２ｎ＋１）           ＝２（３ｎ＋１）＋１ 

 

結菜さんの式の変形の３（２ｎ＋１）から、「連続する２つの３の倍数の和は、３の倍数である」こと

がわかります。 

太一さんの式の変形の２（３ｎ＋１）＋１から、連続する２つの３の倍数の和は、どんな数であると

いえますか。「～～は、……である。」という形で答えなさい。 



理科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

問題の概要（見出し）
①【予想】から学習した内容が反映されたAさんの【振り返り】を読み、Aさんの【予想】を判断し、選択する。
②塩素の元素記号を記述する



考察
①教科書には載っていないが、学習内容の定着を深めるため、教科担当が実演しながら説明した
内容であったため、記憶に残っている生徒が多く、正答率の向上につながったと考えられる。
②元素記号は覚えておかないと、３年生で苦労すると教科担当が繰り返し伝えたうえで、小テストや
再テストを行い、繰り返し学習内容の定着を図った結果、全国平均よりもかなり良い結果が出たと
考えられる。

分析結果を踏まえ、学び合いと知識の習得を上手に組み合わせながら、生徒が興味を持てるような
授業展開を今後も引き続き考えていき、自分たちで興味を持った内容について探究するような内容
の取り組みも必要だと考えられる。



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいましたか

（考察）

本項目では、肯定が83.6％と高く、粘り強く課題

に取り組むことができていると考えられる。昨年度

に引き続き、「生徒の主体性を育む授業づくり」の

推進のため、授業内での魅力的な課題設定につ

いて、校内で研修をおこなってきた成果だと考えら

れる。

（考察）

本項目では、肯定が80％を超え、全国や枚方

市と比較しても高い値となっていることがわか

る。授業内で自分の考えを発表する場を多く

設けたことや、総合的な学習の時間などでも

発表の工夫や資料作成の方法について学ん

できた成果だと考えられる。

質問紙調査の結果

【成果が見られた項目】
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１、2年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会

では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立

てなどを工夫して発表していましたか



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか

（考察）

本項目では、強い肯定は枚方市よりも低い値

となっているが、肯定が９割を超えた。本校は

昨年度より「生徒同士をつなぐ授業づくり」を

研究テーマとしている。ペア活動や班活動を

通して自分の考えを深め、学びあう環境づくり

を進めることを目指して研修をおこなってきた

成果だと考えられる。

1、2年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機

器を、どの程度使用しましたか

（考察）

本項目では、ICT機器をほぼ毎日使用すると

答えた割合が9割を超えている。多くの授業

内で、日々ICT機器を使用して授業を行って

おり、生徒たちも使用することに慣れているこ

とがわかる。今後も、教科を越えて授業参観

を行い、積極的に情報共有をしながら、効果

的なICT機器の活用を進めていきたい。

質問紙調査の結果

【成果が見られた項目】
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ほぼ毎日（複数の授業で） ほぼ毎日（1日1回くらい） 週3回以上

週1回以上 月1回以上 月1回未満



（１）授業改善について

今後の授業改善に向けての取り組みとして、以下を重点的に取り組む。

・生徒が主体的に学ぶことのできる魅力的な課題設定について、研修

を進める。

・授業の導入部分で学習のねらいを明確に伝える。

・自分の考えを深める場面、表現する場面を設定する。

・「わからない」を共有し学びあう集団作りを目指し、昨年度同様校内

研究授業や相互参観授業を積極的に行う。

・先進校視察も積極的に参加し、校内で共有する。

（２）家庭学習について

・タブレットを効果的に活用し、予習・復習をおこなうことができるよう

声掛けするとともに、学習コンテンツ（AIドリル、 Weblio Study等）

の利用も推進していく。

・生徒が興味を持ったことを深く追及することができるような、主体的

な課題の提示を行う。

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと
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